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働

棚

號 七 十 四 百 二 第 誌 雜 學 物 動（229）

暫

星
切

の

方

蓬
か

に

早

く
生
殖

器
が

熟
す
る

（

臣
。。

冖

婁。

。

昜

　
の

方
は

ω

9
旨
鉱

冨
戸

（

〕

罫
暮
「

鬢一

等
の

言
ふ

所
で

は

四

年
目
に

勅
め

て

交

尾
す

る
）

即

ち

9
喜
饕
・ ・

は
一

年
未

滿
に
て

熟
す
る

ザ
リ

ガ

ニ

の

諸
性

質
の

起
因
を
自
然
淘

汰

の

働
き
叉
鳳

必

要
不

必

要
等
の

假
定
の

も
ε

に

考
察
す

る

事
は

容

易
の

事
で

あ

る

が
、

か

よ

る

考
察
も

ザ
リ

ガ

ニ

の

眞
の

生

活
を

充
分
に

知
り

悉
さ

な
い

間

は

其

價
値
甚
だ

疑
は

し
き
も
の

で

あ
る
。

種
の

特
徴

屬
の

特
徴
の

如
き

は

色

彩
の

相

異
位
の

も
の

か

も

知
れ

な
い

叉
或
は

其
等
の

性

質
は

外

界
の

影
響
に

領
ら
す

し
て

長
き

年
代
の

間
に

進
化
し

把

も

の

か

も

知
れ

な
い

或
は

急
に

得
陀

る

株

質
か

も

知
れ

澱

兎

角
吾
人

は
一

層
廣
く

觀
察・
し

飼
育
的
の

實
驗
を

行
ふ

て

か

よ

る

性

質
が

是

の

種
類
或
は

個
體
の

死
活

問
題
に

必

要
な
る

關

係
あ
る

ビ

云

ふ

事

の

結

論
を
確
め

た
い

ざ

思
ふ

　
　
　

　
　
　

　
（

中
澤
毅
一
）

前
號

に

於

り
る

此
記

逋
の

誤
を
正

す

　

　
　
頁

　
　
　
段

　

　
　
行

　

　
　
誤

　
　
　
正

　

　
　
二

入

下

　
七

　
論

邇

譯
逋

　

　
　
二

九

　

　

　
上

　
　
　
　
九

　
　
　．

隣
。凵
ξ、一
；
冨

警
暮
o冖
円

葺

　

　
　
同

下

九

大

小

顎
脚

大

小

顎

顎
脚

　

　
　
三

〇

下

　

四

　

薄
腹

薄
膜

　

　
　
三
一

上

　一

　

マ、・
メ

一

〇
ミ

メ

　

　
内

外

麑

報

r　　r　隔

　〜
ー
、

、
丶

、

、

丶

、
〜

ー
、

，

》
）

ー
、

ー
‘〜

…

嶬
働

遡

哩

　
イ
モ

　
ム

ン

0
鳥…
燭
に
濕…

度
の

影
響
　

〉
居

コ

。】・一

弓

蓉
 

砕

氏
は

温

度
の

色
彩
に

菲
常
な
る

影
響
を
な

す
を

見
、

・

ヒ

ヲ
、

・

シ

プ
フ

（

く

囂
・．

霽
q
島
o

器
）

及
℃
o

ξ
〇

三
〇

箋
胆

の

螟

蟲
は

、

十
日

間
濕
b
陀

る

葉

を

以
て

養
へ

ば
、

飛
出
つ

る

蝶
は

、

羽
に

特
有

な
る

黒
斑

を
生

じ
、

コ

ヒ

オ

ド

シ

ク

フ

に

於
て

は
、

朋
脹

大
に

黒
く
、

青
き

斑
點
の

周

圍
も

大
に

黒
く

し
て
、

普
通
よ
b
も

多
ー

黒
き
塲
所
あ
り
、

即

濕

度
は

、

黒
み
が

よ

る

事
に

影
響
す
る

者
に

む
て

、

こ

の

傾

向
は

、

多
雨
の

時

期
の

雨

後
、

飛

翔
す
る

者
を

以
て

知

る

を

得
べ

し
、

コ

ヒ

オ

ド

シ

ク

フ

を
、

幼
蟲
よ
り

蛹
ど

な

ら
ん
こ

す
る

時
濕
氣
に

遇
は

し

め

ぱ
、

前
翅
は

黄
精

を

有
む

、

其
は

更
に

延
び

て

後
翅
に

三

角

獣
を

呈

す
る

讐
・

な
る

も
の

な

薯
　

　
宙
中
茂
穂
）°

　　
　

　
　

　

　

，

　げ
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
み

｛

審

生

動

物

學

　

　〜
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
♂

　
「

　
　

　
1

　
1

ー
　「
　
　
、
　

　

」
’
　

　

，

○

後
生

動
物
寄
生
の

宿
主
に

及
ぼ

す
影
響
　

寄
生

蟲
の

宿
圭
に

及
ぱ

す

影
響
は

其

範
園
甚

だ

廣
大
に

む
て
一

方
に

殆

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
一一
二

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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畠

r
’1

凹 ご

日 五 十 月 五 年 二 十 四 治 朋

讐 ：

嬲
　 （230） 　詫
　 　 　 砿．

．
冒．

蝋

短

瑠
宮

壽ウ’
き．

嚶弘
，

ノ明口．℃
干、
ζ旨冖鳳
．
一、
‘

匸p
．
．

　
r

τ
遇
メ

越 ．．
慧

肱
醗

　
　

＼

、
．
『，

費

　
　
　
丙

外

霙

職

　
ん

ざ

宿
主
に

損
害
を

與
へ

ざ

る

事
あ

る

ご

共
に

他
方
に
は

宿
生
を

仆
す
か

如
き
危
害
を
及
す

も

の

あ

ら
、

之
を
要
す
る

に

宿
主
の

害

　
せ

ら
る

虫

源
因

を
大
別
す

れ
ば
次
の

四
こ

な

す

を
得
ん

、

　
　
一

、

單
に

寄
生
蟲
の

存
在

す
る

が

稱
め

に

宿
主
の

體
中
に

若
干

硫

　
　
の

塲
所
を
占
領
し
從
つ

て

其
部
の

紹
織
を
燧
逍
す
る

に

基

因
す
　…

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
へ

　
　
る

害
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
偉

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
へ

　
　
二

、

宿
主
の

體
の
一

部
よ
う

他
部
に

寄
生

蝨
の

移

行
す
る

に

因

　
　

る

害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ

　

三
、

寄
生
蟲
の

飴
を
營

養
す
る

爲

め

に

宿
主
營
養
の

損
失
　

　
　摺

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
一

　

四
、

寄
生
蟲
よ
り

出
つ

る

毒
素
に

因
る

害

　

　

　

　
W

以

下

砦
四

項
に

つ

き

其
の

籍
を

糞
・

　

　
 

　
　
　

　

　
　
　

　一

單
に

寄
生
蟲
の

存

在
が

宿
圭
に

及

ぼ
す

影
響

　
　

　

　
へ

　
　
　

（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

寄
生
蟲
の

存

在
す
る

爲
め

に

宿
主
に

及

ぼ

す
害
は

其
の

存
在
の

位
一

置

辱
羮
な
・

も

の

に

・
て

例
へ

ば
有
鉤
絛
蠹
の

蠶
即

…

毳
蟲
の

如
き

宿
主
の

筋
肉
及

簷
中
に

存
在

す

濤
笠^
害

竺

め

て

少
な
り

ご

雖

も

棘
經

系
殊
に

腦
脊
髓
を

犯
す

時
は

邃
に

宿
士
亠

を
外
す
事

稀
な
り

こ

せ

や

羊
の

廻

旋
病
の

如
き
は

全

く

Oog

o
Φ
円
 

び
円

巴
置

な
る

嚢
蟲
の

其

羊
を

襲

ひ
た
る

に

よ

る

も
の

な
う

斯

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　凶．、．鄭
纐

鞣
瀦

岸

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
m

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
▽
　

　
「

鱒｝

三
・

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
 

の

如
く

療
に

嚢

罍
漸
、

簔
樊
し

譽
或
は

糴
系

藤

暉

逍

す
る

蒔

は

著
し
き

變
調

を
宿
主
に

起
遇

し

む
る

も
の

な

b
例
へ

　
　

 

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
皿

ば

屋、
臣
些
弓

智

冒
09

琴

窰
蟹・

げ

9
δ
同
o
蠧

（

人

血
フ

井

ラ

リ

ァ

）

の

如

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
 

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
 

き

淋
巴

管
或
は

淋
巴
腺
内
に

あ
る

も

其
の

害
小
な
り

垂
も
其
卵

　
H

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
M

塊
淋
巴
管
を
閉

鎖
す
る

時
は

象
友
病
の

如
き

疾
病
を
起
す

も
の

な

り
、

肺
眦

贓

寄
圧
亠

出
黜

例
へ

ば

弓
僧

蕁
oQo

巨冖
匕

葺
胆

♂

く
 

馨
 

昌
昌
雪

巳
（

肺．
織 
ヂ

ス

ト

マ

）

の

如
き

は

其
の

存
在
ご

此

よ

う

出
す
排
港
物
に

よ
り

著

し
く
肺
組

織
に

損
害
を
與
ふ

る

も
の

な

り
、

此
の

如

く

寄
生
蟲

存
在
の

爲
め

其
周

圍
の

組
織
に

變
化

を
來
す

も

の

に

し
て

吾
人

入

髓
に
つ

き

最
も

危

害
を
與
ふ

る

も
の

は

狗
絛
蟲

の

幼
蟲
な
る
べ

6
該

幼
蟲
は

主
ご

し
て

肝
臓
に

あ

り

ビ

雖
も

時
ご

し

て

は

腎
肺
腦

髄
其
他
の

體
部
に

發
見
せ

ら
る

よ

事
あ
り

其
大
さ

蜜
柑
大
に

及
ぷ

も

の

な
う
、

、

　
　
　

　

　
　
　
二

寄
生

蟲
の

移
行
に

よ

る

害

　
　
　

（

寄
生

蟲
の

移
行

は

著
む

き
害
を

宿
主
に

及
ぼ

す
事
多
し

、

彼
の

旋

毛
蟲
の

如
き
其
の

幼
蟲
が

腸
よ

り

筋
肉

内
に

移
行
す
る

時

は

宿

圭

は

發

熟
し

筋
肉
痛

を
起
す

も
の

に

6
て
一

且

筋
肉

内
に

被
嚢
を

作

う

潜
む

に

及
び

此
等
の

病
症
を
失
ふ

に

至

る
、

蜘
蟲
は

腸

内
起

あ
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る

時

は

其
の

害

著
し

か

ら
ざ

れ
こ
も
奘
腸
壁

を
貫

逋
し

體
腔
内
“

毘
つ

る
か

又
は

甚
だ

稀

有
の

事
な
れ
．

ε

も
消
化
管
を
逋
上
・
し

咽
喉

よ
b
中
耳
に

浸
入

す
る

時

は

邃
に

宿
主
を

仆
す
に

至
る

も
の

な

り
、

十
二

指
腸
蟲

及

ロ

曾

8
σ登

ま…
富
。。

営
8
瓮
蠧
冴

の

幼

蟲
が

濕
氣

又
は

水
分
中
よ
も

波
膚
中
に

侵
入

す
る

時

は

種
々

皮
膚
病
を
起

す

も
の

な
り
、

皮
膚
膿
胞

中
に

存
在
す
る

空
影
ぴ

魯
霧

三

巴
旨

も

亦

一

種
の

皮
膚
病
を

超
す

も
の

な
り

ご

知
ら
る

、

此
に

反
し
げ、｛
｝

髯
蒡

三
巴
皀
o

磊
演

は

宿
主
の

體
内

を
移
行
す
る

も
毫
も

宿
圭
に

害

を
與

ふ

る

事
な

し

然
れ

ざ

も

該
蟲
幾
千
萬
の

仔
蟲
を

産
出
す
る

断
に

あ

し

て

は

其

宿
主
の

何
部
た
る

ご

問
は

す

膿
腫

膿
瘍
を

起
す
ε

言

ふ
、

蟯
蠹
か

宿
圭

の

睡
眠
中

大
腸
よ
り

肛

門
の

方
に

移
行・
し

此
ご

共
に

堪
へ

難
き
痒
戚
を
起

す
は

皆
人
の

知
る

處
に

し

て

斯
る

痒
戚

を
超
す
は

該
蠹
に

取
り
て

は

極
め

て

必

要
な
る

事
に

む
て

痒
威
の

鴆
め

宿
圭
は

知
ら
す
ノ

丶
局
部

を
掻
き

該
蟲
を

掻
き

潰
む

共
の

卵

の

再

び

宿
主
に

入
る

（

如

よ
）

機

會
を

多
か

ら
・

し

む
る

な
う

鞭
毛

蟲
は

其
の

鞭
朕
を

な
す
細

長
き
前
部

を
以
て

腸
壁
し

微
小

に

の

孔

を
穿
つ

こ

ご

彿
々

之
れ

め

り

其
の

傷
ロ

に

腸
内
容

物
及
バ

ク

プ

リ

ァ

進
入

し
一

種
の

疾

病
を
起
す
こ

ご

少
か

ら
す

盲
腸
周
圍
炎

　
　

丙

外

驫

報

ー
ー
　
P

｝匸

…
£
　軍，

ー
ー

ト

ー
｝脚
Ii

季唱「
−　
酢1
距

「

セ
　
ー
　
ザ
　

も

ー
｝

ー
，

E，
；　卩

ー
ー

の

如
き

砦
よ
る

も

の

あ
り

三
呈

（

〃

バ

魂
馳
）

之
に

反
し

人
血

　

フ

ィ

ラ

リ

ア

（

］
円゜
　

ぴ
9
昌
O
同

Oh
 一

）

の

如
き
は

常
に

幾
百

萬
ビ

も

知
れ

　

ざ
る

も
の

肺
瓶

管
内
を
往
來
す
ご

雖

も

更
に

著
し

き

害
あ
る

を

見

縞

す

然
れ

こ
も
一

般
に

血
管
内

寄
生

蟲
は

清

化
管
内
寄
生

蟲
よ
り

危

へ
　

險
な
る

影
響
を
及
ぼ

す
も

の

多
き

が

如
・
し

、

宀
　
　
　

　
ヘ
ノ

　
　
　

　

三

宿
圭
の

營

養
物

を
攝
取
す

る

の

害

…

寄

鐵
霧
ー
鑾
の

組

蠻

爨
物
の

墨

量
゜

…
　

る

韋

は

比

較
的
微
小

な

る

も
の

な
b
絛
蟲
は

人

の

知
る

が

如
く

口

…
　

な

ー

淌
化
管
な
ぐ

全
ー

宿
主
の

營

養
物
質
中
に

浴

し

其
全
表

面
よ

　
　

り
此
を

吸
牧
す

、

吸

蟲
及
線
蟲
の

類
は

此

に

反

し

皆

清
化

管
を

　

有・
し

淌
化
を

營
み

得
る

も
の

な
リ

ロ

イ

カ

ル

ト

氏
の

報
す
る

露
に

　

よ

れ

ば

全

長
七
メ

ー

ト

ル

の

擴
節
裂
頭

絛
蟲
は

重

ず
、

二

七
、

五

　

グ

ラ

ム

に

む

て

毎
年
十

五
メ

ー

ト

ル

乃

至
二

十
メ

ー

ト

〃

の

片

節

　

を

宿
主
の

體

外
に

排
泄
す
ビ

言
ふ

而
し
て

此
の

排
泄
せ

ら

れ
た

る

湿
岔
事
熱
書
罕
グ

・

・

な

易
論
此
の

百

罕
グ

・

　

ム

を
以

て

直
ち
に

該
絛
蟲
に

よ
り

宿
主

の

失
ひ
だ

る

全

量
こ

な
す

　

こ

冠

能
は
す
ビ

雖

も
兎
も
角
寄
生
蟲
の

爲
め

に

宿
主
の

損
す
る

螢

　

養
物
は

宿
主
が

攝
取
す
る

營
養
物
の

全

量
に

比・
し

極
め

て

微
量
な

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
三

三

う

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

（232 ｝旧 五 ナ 月 五 年 二 十 四 治 朋

　
　

内

外

彙

報

る

も
の

こ

謂
ふ
べ

む
、

し
か

の

み

な

ら

す
或
塲
合
に

於
τ

は

寄
生

蠹
の

存
在
す
る

爲
め

却
つ

て

食
慾
を
増
進
し

多
旦
里

の

食
料
を
攝
取

す
る

事
あ

リ
ア

ビ

シ

ニ

ァ

國
は

無
鉤

絛
蟲
の

最
も

多
ー

居
る

土
地

な
る

が

同
國

人
は

該

絛
蟲
に

寄
生
せ

ら
れ

ざ

れ
ば

却
つ

て

不

快
を

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
 

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
 

戚
す
ご

言
ふ

此

無

鉤
絛
蟲
は
一

日

尋

均
十
一

片

節
を

脱
離
・
し

宿
士
亠

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
…

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
へ

の

骼

外
に

出
す
を
以

て
一

年
總
計
五

百

五

十
グ

ラ

ム

に

達
す
る

嗣

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
一

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
へ

な
γ

り

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
一

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
一

今
夊
蛔
蟲
の

雌

蟲
に

就
き

見
る

に
】

年
大
凡

そ

四

＋

ニ

グ

ラ

ム

の

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
へ

卵
を

産
出
す
る

を
以
て

該
雌

蟲
生
存

の

爲
め

宿

主
よ
り

幾
分
の

營

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
一

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
…

養
を

取
る

の

外

卵
形

成
の

爲
め

に

も
營
養
物
を

要
す
る

が

故
に

蜩

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
 

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
一

蟲
の

數
多
き
時
は

其

害
大
な

る

も
の

あ

ら

　
　
−

或
人
の

報
告
に

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
 

よ
れ

ば
三

年
足

ら
す
の

問
に

五

千
の

蛔
蟲

を
出

し
一

日

に

六

百
を

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
皿

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
一

排
泄
せ
・
し

小

兒
あ

り

ご
i

…
−

−

　
cQ

舜
ぎ

σ・

覧
o
建
自
一

暮
霧
甑

妻
H

訪

の

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
……

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
一

如

き
は
一

時
に

排
泄
せ

ら
る

圭

數
十

萬
に

及
ぷ

事
稀
な
ら
す
其
の

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
一

重
サ

ニ

十

グ

ラ

ム

に

逹
す
夊
覧

型 −
方
八

レ

氏
の

報
す
る

處
に

よ

れ

　　

ば
一

時
に

百
萬
の

該
蟲
を

排
泄・
し

た

る

例
あ
り
ご

言
ふ

斯
の

如
き

多
數
に

至
れ

ば

假

倉
奨

蟲
體
小

な
り

ご

雖
も

宿
主
の

損

失
す
る

處

叉
少・
し

巴

せ

す

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

三
四

　

　

　

　

　

　

　

四

寄
生
蟲
の

排
出
す
る

ど

稱
せ

ら
る

3

毒
素
の

害

寄
生
蟲
殊
に

内
部

寄
生

蟲
が

毒
素
を
分
泌

す
る

や

否
や
に

つ

き
て

は

右
來

各
寄
生
蟲

學
者
の

等
し
く

研

究
し

苦

心
し
っ

墨

あ
る

處
に

て

或
者
は

此
を
否
定
し

或
は

此
を
是

認
し
諸
説
紛

出
し

今
術
ほ
一

般
學
者
に

承

認
せ

ら
る

主

説

を
得
す
近

頃
佛
の

プ

ラ

ン

シ

ヤ

氏
は

寄
生
蟲
の

生
す
る

毒
泰
に

關

す
る

吾
人
の

知

識
を
綱

羅
こ

發
表
・
し

た
b

氏
の

所

説
に

從
へ

ば

毒
素
は

宿

主
の

病
症
に

は

殆
ん

ざ

關

係

せ

ざ
る

も
の

の

如・
し

、

ボ

イ

コ

ッ

ト

も
亦

腸
寄
生
蟲
の

浸
出

液

を

造
b
此
を
以
イ

し

種
々

の

實
驗
を
な
せ

し
結
果

寄
生

蟲
浸

出
液

に

は

毒
素
な

き

事
を
説

け
・
ウ

、

然
れ

ご
も

他
方
に

於
て

は

寄

生
蟲
の

生

じ
た

る

毒
素
に

基
困

す
る

ご

思
は

る

主

寄
生
の

病
症
あ
る

の

み
な

ら

す

寄
生
虫
蝸

の

體
内
に

毒
素
の

存

在
す
る

事
さ
へ

疑
な
き

事
實
あ

り

左
れ

ば
此
の

爾
説

に

つ

き

今
何
れ

を
是
ご

し

飼
を

非
こ

す
る

事

能
は

ざ

れ

ば

從
來
知
ら
れ

セ
る

事
貨

を

次
に

渕
記
し
て

其
の

概
略

を

推
知
す
る

の

硬
に

供
せ

ん
の

み

　

　

　
甲

　
絛
蟲
類

狗
絛
蟲
の

大
な
る

包

嚢
中
に

め

る

酸

體
に

は
リ

ュ

ー

コ

メ

ー

ン

を

含
み

居
る

か

故
に

何

等
か

の．
源
因
に

よ

り

該
包
嚢
破
れ

奘
の

内
容
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液

淋
巴
管
叉

は
血

管
に

吸
收
せ

ら
れ
蕁
庶

疹
を
起
す

事
あ

り

叉
り

・

コ

メ

↓
は

豚
に

寄
生
す
る

（

蓄
・・

器
・

爵
。

亘
諮

雛
郵
）

よ

り

も
浸
出
す
る

事
を
得
而
む
て

此
の

毒

素
を
兎
に

注

射
す
る

蒔

は

貧
血
を
起

・

し

邃
に

死
に

至

る

又
此
は

腹

膜
炎
蕁
麻
疹
を
起

す
ご

言
ふ

リ

ン

ス

ト

ゥ

氏
の

報
す
る

處
に

よ

れ
ば

狼
を
毒
殺
す

る

爲
め

に

日‘

沼
目

諺
け

の

幼
蟲
な

る

Oo

色
冓
蟇

器
鼠

曁
。。

の

嚢
液
を

用

ふ

る

事
あ

b
ビ
、

犬
の

絛
蠢
日゚

ω

霞

影
蜜
の

幼
蟲
に
・
し

て

兎
に

居
る
（｝
葦
戸

宅
・。

ぎ

簍
富

の

組
織
よ

b
取
り

た

る

液
は

蛙
を

魔
醉
せ
・
し

め

叉
は

死
に

至

ら
し

む

る

も
の

に

し
で

ボ

ル

ジ

ヤ

氏
の

設
に

よ

れ

ば

此
液

中
に

は

ア

ル

コ

ー

川

に

溶
解
す
る

ア

ル

カ

p

イ

ド

ご

之
に

不
溶

解
の

他
の

毒
素

ビ

を

含

有
す
ご

言
ふ

筒

同
氏
は

該
幼
蟲
の

宿
主
に

貧
血

症
を

起
す

は

嚢
中
の

液

嚢
膜
を
滲
透
し

外
に

出
つ

る

に

因
る

も
の

な

り

ざ

せ

り
、

然
れ

ざ

も
ブ

ラ

ン

シ

ャ

氏
は

普
通
の

欺
態
に

あ
わ

て

は

其
の

滲
透
す
べ

き

液
の
旦

塁

は

極
め

て

微
旦

里

に

し

て

無
親
し

得
べ

き

程
な

b
ご

言
へ

り
、

左
れ
ざ

も

嚢
膜

破
裂
す
る
マ
｝

き

著
・
し

き

結
果

を
生

す
べ

き
も
の

な

り

次
に

絛
蠹
の

成

體
に

つ

き
考
ふ

る

に

皆

夢
し

ー

發

逹
し
陀
る

排

繼

　

　
内

外

賞

報

，
ヒ　　
｝

　

讐
を
備
ふ

る

こ

ビ

普
通
な
れ

ば

蠹
の

生
活
す
る

閲
は

常
に

幾
分
の

　

排

瀧
物

あ

る

を

常
ε

す
而
む
て

其
排

泄
物
の

多
分
は

宿
圭
の

排
繼

　

物
ε

共
に

其
の

體

外
に

出
づ

ご

雖
も

幾
分

は

宿
主

の

腸
壁
な
る

　

粘

膜
に

吸
收
せ

ら
る

ζ

事
あ

リ

カ

ラ
・、

ダ

氏
は

瓜

實

絛
蟲

尸

8・

略　一　
・

耄
蟇

よ
り

毒
素
を
得
し
が

此
は

野
§
。

ま
。

器
汁

諺

且
つ

一　

エ

ヲ

シ

ノ

フ

ィ

川

細
胞
に

陽
牲

の

趨
化
粍
を

與
ふ

る

事

を
發
見

〜…

し
た

り

叉
此
等

絛
蟲
よ
b
得
陀

る

或
毒
素
は

細
菌

を
害
す

る

力
を

…　

有
す
る

も
の

主

如

し
ア

ン

ド

レ

ー

氏
無
鉤

絛
蟲
の

存

在
が

病

氣
の

 　

進
行

を
防
ぎ

こ

實
例
十

七
回
を

報
告
せ

り
、

グ

ラ
ン

シ

ェ

氏
も

亦

一　

其
後
同
一

意
見
を
邇
べ

結
核
症
に

就
き
同
一

樣
の

例
三

個

を
報
告

∴一　

し

た

り

ピ

コ

ー

氏
ラ

モ

ン

氏
ぜ

．

ー

ム

ス

氏

及
マ

ン

ー
3

。．

ー

ル

氏

一 　

等
も

亦
實
驗
に

よ

b
無
鉤

絛
蟲
よ
り

得
た

る

液
は

清
化

管
に

あ
る

　

多
く

の
バ

ク

テ

リ

ア

其
他
の

寄
生

物
を
殺
す

力
和

備
へ

特
に

結
核

　

菌
を
殺

す
カ【
あ

る

こ

ピ

を
證
己
セ

ら

然
れ
ざ

も

此
は

特
別
の

塲

合

 　

に

し

て
一

般
に

斯
の

如
し

ご

言
ふ

事
能
は

す

例
へ

ば
チ

プ

ス

菌
の

　

如
き

は

裂
頭

絛
愚
存
在
す
れ

ば

却
つ

て

多
く

蕃
殖
す
る

が

如
し

　

ワ

イ

ン

ラ

ン

ド

氏
ダ

ス

ー・

ル

氏

及
ス

タ

ン

ツ

サ

ノ

氏
は

淌
化
管
壁

　

自
身
が

清
化
せ

ら
れ

ざ
る

が

如
ー

絛
蟲
も

亦

宿
主
の

清
化
液
の

働

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

三

五
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内

外

据

報

に

抗
す
る

も
の

は

體
よ
b
分
泌
す
る

な

る
ぺ

し
ご

し
フ

ィ

ン

ラ

ン

ド

氏
は

此
物

を
以

て

ア

ン

チ ー

凱
ブ

シ

判

ご

乙

到

詞
及

到

ン

ツ

サ
ノ

兩
氏
は

ア

ン

チ

キ

ナ

ぜ

こ

せ

し
が

−
州

 
嘱

氏
近

來
此
を

研

究・
し

其
の

ワ

イ

ン

ラ

ン

ド

氏
の

説

正

し
き
こ

ご

を
證
せ

b

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　｛

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　一

絛
蟲
に

よ
り

起
る

最
も

著・
し

き
疾

病
は

裂
頭
絛
蟲
に

伴
ふ

貧
血
症

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　〜

、
る
べ

髭
の

謚
症
が

薫
の

爲
め

・

る

事
は

該

蠶
螽
墜

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　へ

す
れ
ば

全

く

此

病
症

を
見
ざ
る

に

至

る

を
以

て

朋

な
り

こ

す
然
れ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　一

こ

も

共
の

如
く

朋

な
る

に

も
係
は

ら
す
此
説
に

反
對

す
る

も
の

あ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　一

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　 

り

虧
等
の

人
の

言
ふ

處
は

此
の

貧
血

症
は

裂
頭
絛
蟲
な
き

時
に

も

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

一

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

一

起

b
夊
該

寄
生亠
蟲
あ

り

こ

て

常
に

貧
虹

症
を
拌
ふ

も
の

に

あ

ら
ざ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

一

る

に

あ

り
、

此
の

兩
説
は

何
を
是
こ

も

定

め

難
く

釧
ー

ヴ

氏
は

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
一

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
 

裂

頭
絛
蟲
よ
り

得
た
る

液
を
鳩
及
兎

甚
争
し

陰
牲
の

結
果

を
得

…

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

失

単
し

た
b
ご

雖

も
シ

劃
嗣

丿
，

及

劉
凹
ヅー
・，

兩
氏
は

犬
に

つ

き

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
…

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
一

著
し

き

貧
血
を
起
さ
・
し

め

し

も
兎
に

於
て

は

失

敗
し
た

り

劉
ζ

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
酬

シ

ヤ

氏
は

シ

ヤ

ビ

・

氏
ヴ
抖

ル

チ
．

−

図
氏
及
エ 、

ー

ル

ク
ー

ッ

ヒ

氏
の

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
｝

説
の

如
く

絛
蟲
が

病
め

る

か

又

は

死

す
る

時
に

宿
主
に

貧
血
症
を

起
す

毒
素
を
生
す
る

春
の

な

b
巴

言
へ

b
夊
同
氏
は

多
ー

の

絛
蟲

類
よ
む

浸
幽
せ

し
液
の

注
射
が

致

命
症

を
越
さ

す
事
少
か

ら
ざ

る

丶

，

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
三

六

例
を
數

多
引

用
せ

b
、

要
す
る

に

此
等
絛
蟲
の

體

内
に

は

有

毒
な’

る

毒
素
を
含
む
こ

ご

は

串
實
な
り

ε

雖

も
只
だ

吾
人
の

問
題
ビ

す

る

處
は

逋
常
の

状
態
に

あ
り

て

此

等
の

毒
素
が

寄
生

蟲
體
を
出
で．

宿
主
に

働
を
及
ぼ
す
や
否

や

に

め

り
、

清
化

管
内
の

絛
蟲
が

何
等

の

影
響
を

宿
主
に

及

ば

さ

ざ
る

例
の

甚

し
く

多
數
な

る

は

疑
な
き

事
實
に
・
し

て

假

令
影
響
を
受

五
事
あ

る

も
そ
は

腸
の

特
別
の

朕

態
の

許
に

於
て

の

み
然
る

に

あ

ら
で

ざ

思
は

る

≧

點
少
か

ら
す
ゼ

ー

ム

ス

氏
及
マ

ン

ド

ゥ

ー

ル

氏
の

如
き

は

小

兒
の

如

く

大
入
よ
h
り

遙
か

に

寄
生
蟲
其
の

影
響
を
戚
じ

易
き

も
の

に

て

も

該

蟲
め

爲
め

に

被
害
を
受
ぐ
る

も

の

は

被
寄
生
人

員
の

二

割
に

及

ば

す
而・
し

て

此
等
被
害

者
も
亦

絛
蟲
の

毒
素
に

よ
る

に

あ

ら

す
寧
ろ

其
の

器
械

触
作
用
に

基．

因

す
る

も
の

な
る

べ

し
ご

説
け

り

　
　

　
乙

　
吸
蟲
類

肝
臓
チ

ズ

ト

マ

の

寄
生
に

よ
り

起
る

萬
の

浄
腫

、

貧
血

等
は
置・

に

輸
瞻

管
内
に

該
纛
の

存
在
す
る

器

械
的
作
用
に

の

み

依
る

こ

も
思

は

れ

ざ
る

程

な

り

之
に

反
し
時
ビ

し

て

其

該
蟲
の

寄
生
が

少
し

も

宿
主
に

病
症

を
起
さ

し
め

ざ
る

事
あ
り

肥
大

吸
蟲

萄

置
（・

ξ
曁

げ

富
鉱

）

に

於
て

も

亦
然
り
、

戸

然
れ

ざ

も

○

覧
。，

臣
O
器
ご
 

ω

言
 

昌
。。
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は

往
舟

神
經
症
を

起

す
も
の

な
る

が

其
の

疾
病
の

源

因
は

該
蟲
の

　

　
　
　

　
　
　

　
の

出
だ

す
毒

素
な
る

べ

し

ご

稱

せ

ら
る
訓

引
ス

ン

シ

ヤ

民
の

設
に

よ

れ

ば

此
等
ヂ
ス

ト

マ

に

よ

b
て

起
る

貧
血
症
は

宿
主
が

該
寄
生
蟲
の

爲
め

に

血

液
を

吸
牧
せ

ら

る

る

に

よ

る
べ

し

葦
し

此
等

寄
生

蟲
は

假
倉

膽
汁

中
に

浴
す
ご

雖

も

膽
管
壁
の

此
細

管
よ
り

血
液

を
吸
牧

む
生

活
す
る

も
の

な
り

然
れ

ご

も

其
の

朱
ふ

血

量
た
る

や

决
し
て

多
量
な

ら
ざ
る
べ

む

芝

要
す
る

に

吸
蟲

類
よ

わ

毒
素
を

浸

串
し

て

な
せ

し

實
驗
は

甚
だ

僅
少
に

し
て

絛…
蟲

類
及
線

蟲
類
の

塲
合
に

比

す
べ

ー

も
あ

ら

す
左
れ
ば

竝
に

之

を
詳

説
す
る

事
能
は

す
プ

ラ

ン

図

酬

氏
曰

く
吸
蟲
類
も

亦
絛
蟲

類
及
線
蟲

類
の

如
く

宿
主
の

腸

又

は

肝
臟
に

於
て

毒
素
を
出
だ
す
な

ら
ん

も

其

量
極
め

て

少
ー

且
つ

速

に
腸

管
よ
り

排

泄
せ

ら

れ
極
微
の

毒
素
は

宿
主
に

吸
收
せ

ら
る

畫

も
敢
て

害
を
及

ぽ

す
に

至

ら
ざ
る
べ

し
ご
（

續
く

×

吉
田

貞
雄
）

瀛
曝

菠
畷
薫

0
内
臓
寄
生
蟲
探
集
及
保
存
法
（

ゑ
前
）

前
記
の

如
ー

腸
内
容

物
中
に

あ
る

微
小
の

吸
轟

類
を

採

集
す
る

に

當
b
腸

内
容

物
ビ

共
に

此

を
試
驗
管
内
に

入

れ
烈
・
し

く

振
蘯
し
把
る

後

若
し

腸

　

　

内

外

彙

報

　

内
容

物
多
量
な
る

ε

き

は

振
蘯
の

後

暫
く

靜
置
す
る

時

は

蟲

體
購

　

他
の

物
よ
り

重
き
が

故
に

速
に

管
底
に

沈
澱
し
他
物
の

爾
未
だ

管

　

上
部
に

俘
動

す
る

を
見

計
ら
ひ

水
ざ

共
に

棄
て

更
に

水
を
加
へ

振

　

り

動
か

乙

蟲
髏
の

沈
澱
す
る

を
見

計
ら

ひ

他
物
を

棄
っ

る

怯
を
繰

〃〃

り

返
し

書
腸

内
容
物
ご

を
別
つ

こ

ご

を
得
ぺ

し
（

臍
籔

の
）

捌一

二
・

絛
蟲

類

此
類
に

屬
す
る

も

の

は

吸
蟲

類
よ

り

大
な
る

も
の

〜
　

多
む
ご

雖

も
叉
小

形
な
る

も
の

な
き

に

非
ら

壷

從
つ

て

其
採

集
法

〜

の

如
き

薐
な
る

能
は

篠
蟲
を
得
ん

に

は

普

通
宿
主
の

腸
（

齢

摺〜
　

R
錨
踊

些

を
切
開
し

其
の

有
無
を
檢
す
る

も
の

な

れ

ご

も
某

學
者

〜摺
　

の

誂
に

よ
れ

ば
腸

を
切

開
す
る
・
と

な
く

腸
を
適
當
の

長
さ

に

切
斷

〜一

・

指
を

叢
内
容

物
を

押
し

出

す
時
は

絛
蟲
は

自
然
に

内
容
物

　

ご

共
に

出
つ

る

も

の

に

し
て

此
法
に

よ

れ

ば

却
つ

て

蟲

體
を

損
す

醒耀
　

る

こ

ご

少
し
ご

言
へ

b
夫
れ

或
は

然
ら
ん
然
れ．
ε

も

余
未

だ
一

度

脚一

・

此
法
を
用
い

セ

・

・

蓬
・
蓋

島
を

灌
田

に

切
開
す
る

に

際

7
条
だ

腸

を
切
開
せ

ざ
る

が

故

掎
處
に

絛
蟲
の

存

在
す
る

や

を

　

知
る

に

由
な

く

幸
に

切
斷
部
に

存
在
せ

ざ

れ

ば
可
な
り

ε

雖

も

不

　

幸
に

も
其
部

に

あ
る

絛
蟲

を
も
諸
共
に

切
斷
す
る

芝
な
・
し

毫
限

　

ら
ざ
れ
ば
な

b
、

此
に

加
ふ
る

に

只
腸
の

外
部
よ
り

指
に
て

揉
み、
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